
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご意見・ご要望をお寄せください  
野洲市比江８６４（☎５８９－４１５８）  
２０１５年８月２９日   №１２ 

 

衆
議
院
で
強
行
採
決
さ
れ
た
戦

争
法
案
は
、
日
本
を
戦
争
に
す
る

国
に
す
る
憲
法
違
反
の
法
律
で

す
。 

 
 

磯
崎
総
理
補
佐
官
が
「
法
的
安

定
性
は
関
係
な
い
」
や
武
藤
議
員

の
「
戦
争
に
行
く
の
は
嫌
は
利
己

的
」
と
の
発
言
。
法
案
を
審
議
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
戦
争
法
案
そ
の
も

の
で
あ
り
、
憲
法
違
反
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

共
産
党
市
議
団
が
提
案
し
た
意

見
書
で
は
「
法
案
が
審
議
さ
れ
れ

ば
さ
れ
る
ほ
ど
戦
争
す
る
危
険
な

中
身
が
明
ら
か
。
憲
法
と
平
和
を

守
れ
の
願
い
に
応
え
る
こ
と
が
市

議
会
の
役
割
」
と
意
見
書
の
採
択

を
求
め
ま
し
た
。
東
郷
議
員
と
丸

山
議
員
（
野
洲
ネ
ッ
ト
）
が
賛
成
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共産党 公明党 野洲ネット 野洲政風会（自民党会派） 無 

○ ○ ○ ● 

議

長 
○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 

の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

公
明
党
、
戦
争
法
賛
成
を
主
張 

「
た
だ
反
対
で
な
く
対
案
を
示
せ
」 

「
隙
間
の
な
い
安
全
保
障
体
制
が
必
要
」 

  

公
明
党
・
矢
野
議
員
は
討
論
で

「
必
要
な
法
律
。
た
だ
反
対
で
な

く
対
案
を
示
す
べ
き
」
と
主
張
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
戦
争
法
案
は

憲
法
違
反
で
あ
り
、「
対
案
」
で
は

な
く
「
廃
案
」
す
べ
き
も
の
で
す
。

日
本
に
必
要
な
こ
と
は
、
矢
野
議

員
が
主
張
す
る
「
隙
間
の
な
い
体

制
」
よ
り
「
憲
法
９
条
に
基
づ
く

平
和
外
交
」
を
す
す
め
る
べ
き
で

す
。 

  

ど
の
世
論
調
査
を
み
て
も
、
国

民
の
大
多
数
は
「
戦
争
法
反
対
、

強
行
す
る
な
」
で
す
。
共
産
党
市

議
団
は
市
民
の
み
な
さ
ん
と
力
を

 
 

８
月
定
例
野
洲
市
議
会
は
２７
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
は
「
安
全
保
障
関
連
法
案
の
廃
案
を
求
め
る

意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
野
洲
政
風
会
（
自
民

党
）
と
公
明
党
が
反
対
し
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
願 

い
に
反
す
る
態
度
に
強
い
批
判
が
で
て
い
ま
す
。 


